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【手続補正書】
【提出日】平成24年7月13日(2012.7.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　また、一般に、液晶表示装置などのアクティブマトリクス型の表示装置では、１／６０
秒（＝１６．６ミリ秒）を１フレームとし、この１フレームで画像全体が切り替えられる
。一方、電気泳動表示素子が用いられている表示装置では、同電気泳動表示素子の応答速
度が遅く、複数のフレーム期間にわたって電圧を印加し続けなければ、画面を切り替えら
れないので、複数のフレーム期間だけ一定の電圧を印加し続けるパルス幅変調（ＰＷＭ、
Pulse Width Modulation）駆動が行われる。ここで用いられているマイクロカプセル型の
電気泳動表示素子が用いられているメモリ性表示装置では、メモリ性を有するため、画面
更新を行う場合、前の画面の履歴を消す必要がある。このため、画面全体を、白→黒→白
として、リセット画面で消去してから更新画面の表示を行う駆動方式（以下、「リセット
駆動方式」という）、又は、前の画面の画素データと、後の画面の画素データとから、Ｌ
ＵＴ（ルック・アップ・テーブル）を参照して画素にかけるべき電圧を決定する駆動方式
（以下、「前画面参照駆動方式」という）がとられる。この前画面参照駆動方式は、リセ
ット画面を必要としないため、表示性能に優れているが、前の画面と更新画面とを格納す
るためのグラッフィックメモリが必要であり、ＬＵＴを適切に設定しないと、前の画面の
残像が表示されることがあるという問題点がある。また、グラフィックメモリや周辺回路
の規模が大きくなり、消費電力が多くなると共にハード構成が煩雑になるという問題点が
ある。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　上記の表示装置の他、この種の関連技術としては、たとえば、特許文献１に記載された
双安定電子光学ディスプレイの駆動方法がある。
　このディスプレイでは、複数の画像データがデータ格納部に格納され、また、ＳＲＡＭ
（Static Random Access Memory ）から構成されるグラフィックメモリに前の画面と更新
画面とが記憶され、両者を比較することで駆動が行われる。このため、グラフィックメモ
リには、更新画面と前の画面との２画面分以上の容量が必要となる。このグラフィックメ
モリの容量は、比較的小型のディスプレイサイズでは問題にならないが、ディスプレイサ
イズが大型の場合、たとえば、モノクロのＡ４サイズのＵＸＧＡ（Ultra eXtended Graph
ics Array 、１６００×１２００画素）表示の場合、１画素が８ビットのデータとすれば
、１６００×１２００×８×２（画面）＝３０．８Ｍビットのグラフィックメモリが必要
である。また、広告表示用として、Ａ２サイズのＱＵＸＧＡ（Quad Ultra eXtended Grap
hics Array、３２００×２４００画素）表示の場合には、３２００×２４００×８×２（
画面）＝１２３Ｍビットのグラフィックメモリが必要となる。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、特許文献４に記載された画像表示システムでは、アプリケーションを実行するホ
スト側により、パネル側に画像の表示を要求する際に、画像を展開する前の画像データが
パネル側に対して転送される。パネル側では、画像展開用のパネルメモリが備えられ、ホ
スト側から転送された画像データに基づいて、パネルメモリに画像が展開されると共に、
同パネルメモリに展開された画像がパネルに表示される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　また、特許文献２に記載された電気泳動ディスプレイでは、上記特許文献１の画像保持
時に駆動回路で電力が消費されるという課題は改善されるが、画像更新時には、前の画面
のデータを展開する必要があるため、展開した更新画面のデータを保持するメモリや回路
が必要となる。このため、グラフィックメモリ自体のサイズは小さくはならず、特に、画
像更新時の消費電力の低減は困難である。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３６】
　たとえば、ＵＸＧＡパネル（ｍ×ｎ、ｍ＝１６００，ｎ＝１２００）に対応したＮ番目
の表示データの場合、ｋ個のラインに対応したサブブロックに分かれているとすると、ｎ
／ｋ個の画像サブブロックデータＢｌｏｃｋ（ｈ，ｉ）（ｈ＝１，２，…，Ｎ、ｉ＝１，
２，…，ｎ／ｋ）に分けられて格納されている。ここで、ｋは、ｎの約数とする。これに



(3) JP 2011-22391 A5 2012.8.30

より、ｎ／ｋは整数となる。また、ｋがｎの約数でなくｎ／ｋが整数でない場合、ｎ／ｋ
に代えて、ｎ／ｋよりも大きく、かつｎ／ｋに最も近い整数を用いることができる。これ
らの画像サブブロックデータＢｌｏｃｋ（ｈ，ｉ）のアドレス情報は、テーブルのフォー
マットで、画面情報データとして格納されている。また、他の図示しない画面情報データ
として、画面表示の順番を規定する表示テーブル、駆動情報を規定する複数のフレームに
わたるＬＵＴ、及び、パネルの縦横の画素数やブランキング期間などを規定するパネルの
設定パラメータなどが格納されている。また、ＬＵＴとしては、たとえば、１６階調用の
ＬＵＴ、２階調用のＬＵＴ、パネル周囲の温度が高いときに用いる高温用ＬＵＴなど、種
々のＬＵＴが格納されている。なお、圧縮データは、サーバ上でＰＣ（パソコン）などの
専用ソフトを用いて分割及び圧縮されて作成される。圧縮フォーマットは、たとえば、非
可逆圧縮形式であるＪＰＥＧ（Joint Photographic Experts Group）形式やＷａｖｅｌｅ
ｔ形式、フラクタル圧縮形式が用いられ、また、可逆圧縮形式であるハフマン符号化、ラ
ンレングス符号化、ＬＺＷ（Lempel-Ziv-Welch）などの形式が用いられても良い。また、
非可逆圧縮方式と可逆圧縮方式とを組み合わせて圧縮されていても良い。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　以上のような駆動方法を実現するために、図６（ｃ）に示すような２×２のＬＵＴ群Ｗ
Ｆ（ｎ）を、たとえば、１２８フレーム分用意する。ここで、ＬＵＴ群ＷＦ（ｎ）は、第
ｎフレームでのＬＵＴであり、１２８フレーム分の場合、ｎ＝０，１，…，１２７である
。
　図６（ｃ）では、１つのルック・アップ・テーブルＷＦ（ｎ）が示され、行が更新画面
の画素の階調データ、及び、列が更新前の画面の画素の階調データを表す。各行列の交差
部のデータＷＦ１１，ＷＦ１２，ＷＦ２１，ＷＦ２２は、データ信号ｄａの“００”（＝
０Ｖ）、“１０”（＝－１５Ｖ）、又は“０１”（＝＋１５Ｖ）を表す。最初の１０フレ
ームの黒フレーム（Ｎ１）では、図４（ａ－１）のように、白（Ｗ）→白（Ｗ）の画素に
＋１５Ｖ、図４（ｂ－１）のように、黒（Ｂ）→白（Ｗ）の画素に０Ｖ、図５（ｃ－１）
のように、白（Ｗ）→黒（Ｂ）の画素に０Ｖ、及び、図５（ｄ－１）のように、黒（Ｂ）
→黒（Ｂ）の画素に０Ｖを印加するために、ｎ番目のフレームのＷＦ１１（ｎ）などは、
０から１０番目のフレームでは、ＷＦ１１（０～９）＝“００”、ＷＦ１２（０～９）＝
“００”、ＷＦ２１（０～９）＝“００”、及び、ＷＦ２２（０～９）＝“０１”となる
。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　すなわち、この画像表示装置の全体の動作は、図７に示すように、一定時間間隔で画像
更新期間Ｒと画像保持期間Ｈとが繰り返される。これらの管理は、電源マネジメント部２
６により行われる。電子ペーパディスプレイ１１を構成する電気泳動表示素子１７は、メ
モリ性を有するため、画像保持期間Ｈには、表示に関わる回路は動作する必要がない。こ
のため、表示コントローラ２１、グラフィックメモリ２２、表示電源回路２８、作業領域
部２３ａ（ＲＡＭ２３）は、電源がオフ状態となっている。画像保持期間Ｈの最初のステ
ップでは、無線送受信部２５は、サーバからのデータ通信を待つ待機モードになっている
。データ格納部２４ａも、電源がオフ状態又は待機モードになっている（ステップＡ１）
。
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【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５３】
　ステップＡ４では、１つの画像サブブロックデータが展開されてグラフィックメモリ２
２に書き込まれ、圧縮データが展開される。次に、表示回路部２１ａでは、グラフィック
メモリ２２から読み込んだＬＵＴや画面情報データから、ドライバデータを計算し、デー
タドライバ１３に対し、データ信号ｄａ（ドライバデータ）を出力する。表示回路部２１
ａからデータ信号ｄａ（ドライバデータ）が出力された後、１画面の更新が終了していな
い場合、画面情報データブロックが読み込まれ、ドライバデータ計算及び出力が繰り返さ
れる（ステップＡ４）。以上の動作が駆動期間分だけ行われた後、表示用の電源（表示電
源回路２８）がオフ状態とされ、画像保持期間ＨのステップＡ１に戻る。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５４】
　この画像表示装置のメモリサイズ及び消費電力について、従来の圧縮を行わない場合と
比較する。１画面のデータは、それぞれ、１０個の画像サブブロックに分かれて、たとえ
ば図８に示すように、２０％（１／５）の圧縮率でＪＰＥＧ圧縮されるとする。作業領域
のメモリサイズは、表示パネルがＵＸＧＡ，８ビットモノクロ表示として、２画面分の画
像データが、１６００×１２００×８×２×２０％（＝６Ｍビット）、ＬＵＴ他が１Ｍビ
ットの合計７Ｍビットとなる。また、グラフィックメモリ２２は、１６００×１２００×
８×（１／１０）×２バッファ（＝３Ｍビット）で、合計１０Ｍビット程度となる。一方
、従来の圧縮を行わない場合、３１Ｍビット程度であるから、約１／３に削減される。メ
モリは、画像更新時（５０～１００ＭＨｚで動作時）に１Ｍビット当たり１０ｍＷ程度消
費するので、２０Ｍビットでは、２００ｍＷ程度の低消費電力化をはかることが可能とな
る。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５９】
　作業領域部２３ａには、画面情報データと、前の画像データと更新画像データと、使用
すべきＬＵＴとが、データ格納部２４ａから転送されて格納されている。グラフィックメ
モリ２２では、電子ペーパディスプレイ１１で表示が行われるとき、前画面のサブブロッ
クデータと更新画面のサブブロックデータとから展開、及び計算されたＣ：Ｎデータであ
るＣＮ（ｋ，ｌ）が所定数だけ格納されている。たとえば、１６００×１２００画素に対
し、データが単位ブロック４００×１２０画素に分割されているとき、ライン側には４分
割されているので、ライン側のデータを全て読み出せるように、Ｃ：ＮデータであるＣＮ
（１，１），ＣＮ（２，１），ＣＮ（３，１），ＣＮ（４，１）が展開されている。これ
は、ドライバデータ（データ信号ｄａ）は、ラインに沿って出力されるため、ライン側の
データは、一括で展開及び読出しが実行されることが望ましいからである。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００７２
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００７２】
　すなわち、この画像表示装置の全体の動作は、図１３に示すように、一定時間間隔で画
像更新期間Ｒと画像保持期間Ｈとが繰り返される。これらの管理は、電源マネジメント部
２６により行われる。電子ペーパディスプレイ４１1 ，４１2 ，４１3 ，４１4 を構成す
る電気泳動表示素子１７は、メモリ性を有するため、画像保持期間Ｈには、表示に関わる
回路は動作する必要がない。このため、共通モジュール基板２０Ａ上の表示電源回路２８
、作業領域部２３ａ、ブロックデータ読出し回路２９は、電源がオフ状態となっている。
また、各サブ基板４４1 ，４４2 ，４４3 ，４４4 上の表示コントローラ２１1 ，２１2 
，２１3 ，２１4 も、電源がオフ状態となっている。また、画像保持期間Ｈの最初のステ
ップでは、無線送受信部２５は、サーバからのデータ通信を待つ待機モードになっている
。データ格納部２４ａも、電源がオフ状態又は待機モードになっている（ステップＢ１）
。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図７】

【手続補正１３】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図１３】
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